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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  全信号配線の容量条件を等しくし、特定部分
の表示が異なることによる表示品位の低下を防止し得る
マトリクス型の液晶表示装置を提供する。
【解決手段】  液晶表示装置は、マトリクス状に配置さ
れた複数の画素３０…に合わせて、走査信号が印加され
る走査配線１（Ｇ１，Ｇ２，…）とデータ信号が印加さ
れる信号配線２（Ｓ１，Ｓ２，…）とが交差して形成さ
れる。走査配線１と信号配線２との各交差部近傍にはこ
れら走査配線１及び信号配線２に電気的に接続されたＴ
ＦＴ５が設けられ、各ＴＦＴ５には画素電極１０が接続
されている。最端の画素３０列の外側に、ダミー信号配
線Ｓ０により駆動されるダミー画素３０ａ…が隣接配置
されている。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】マトリクス状に配置された複数の画素に合
わせて、走査信号が印加される走査配線とデータ信号が
印加される信号配線とが交差して形成されるとともに、
上記走査配線と信号配線との各交差部近傍にはこれら走
査配線及び信号配線に電気的に接続されたスイッチング
素子が設けられ、各スイッチング素子には画素電極が接
続されている液晶表示装置において、
最端の画素列の外側に、ダミー信号配線により駆動され
るダミー画素が隣接配置されていることを特徴とする液
晶表示装置。
【請求項２】ダミー信号配線には、ダミー画素駆動用の
出力バッファが接続されていることを特徴とする請求項
１記載の液晶表示装置。
【請求項３】ダミー画素に接続されるダミー信号配線
は、色及び交流駆動における極性の周期に合わせて、対
応するいずれかの同一色かつ同一極性のデータ信号の信
号配線に接続されていることを特徴とする請求項１又は
２記載の液晶表示装置。
【請求項４】ダミー画素に接続されるダミー信号配線
は、ゲートライン反転駆動方式の場合には、そのダミー
信号配線の３ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号配線に
接続されていることを特徴とする請求項３記載の液晶表
示装置。
【請求項５】ダミー画素に接続されるダミー信号配線
は、ドット反転駆動方式又はソース反転駆動方式の場合
には、そのダミー信号配線の６ｎ（ｎ＝１、２…）ライ
ン隣の信号配線に接続されていることを特徴とする請求
項３記載の液晶表示装置。
【請求項６】信号配線にデータ信号を供給するソースド
ライバには、断線した信号配線を修正する予備配線を接
続するための予備配線駆動用出力バッファが予め設けら
れているとともに、
ダミー画素駆動用の出力バッファとして、上記予備配線
駆動用出力バッファが共用されることを特徴とする請求
項２記載の液晶表示装置。
【請求項７】マトリクス状に配置された複数の画素に合
わせて、走査信号が印加される走査配線とデータ信号が
印加される信号配線とが交差して形成されるとともに、
上記走査配線と信号配線との各交差部近傍にはこれら走
査配線及び信号配線に電気的に接続されたスイッチング
素子が設けられ、各スイッチング素子には画素電極が接
続されている液晶表示装置において、
最端の画素列の外側に、ダミー信号配線が隣接配置さ
れ、かつダミー信号配線には、出力バッファが接続され
ていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】ダミー信号配線は、色及び交流駆動におけ
る極性の周期に合わせて、対応するいずれかの同一色か
つ同一極性のデータ信号の信号配線に接続されているこ
とを特徴とする請求項７記載の液晶表示装置。
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【請求項９】ダミー信号配線は、ゲートライン反転駆動
方式の場合には、そのダミー信号配線の３ｎ（ｎ＝１、
２…）ライン隣の信号配線に接続されていることを特徴
とする請求項８記載の液晶表示装置。
【請求項１０】ダミー信号配線は、ドット反転駆動方式
又はソース反転駆動方式の場合には、そのダミー信号配
線の６ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号配線に接続さ
れていることを特徴とする請求項８記載の液晶表示装
置。
【請求項１１】信号配線にデータ信号を供給するソース
ドライバには、断線した信号配線を修正する予備配線を
接続するための予備配線駆動用出力バッファが予め設け
られているとともに、
ダミー信号配線用の出力バッファとして、上記予備配線
駆動用出力バッファが共用されることを特徴とする請求
項７記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、薄膜トランジスタ
等のスイッチング素子をマトリクス状に配置してなるア
クティブマトリクス型の液晶表示装置に関するものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置は、低電圧、低電力駆動が
可能で、薄型、軽量のフラットパネルディスプレイとし
て昨今では多岐の商品にわたって応用され、市販されて
いる。このような液晶表示装置としてマトリクス型液晶
表示装置が知られている。
【０００３】マトリクス型液晶表示装置は、マトリクス
状に配列された各絵素に対してそれぞれに独立に駆動電
圧を印加することにより液晶の光学特性が変化し、画像
や文字が表示されるものである。なかでもアクティブマ
トリクス駆動方式は、各絵素にＴＦＴ(Thin Film Trans
istor:薄膜トランジスタ）、ＭＩＭ（Metal Insulator 
Metal)等のスイッチング素子を取り付けることにより高
コントラスト、高速応答等の高画質表示を可能にしてい
る。
【０００４】ここでＴＦＴ素子を用いたアクティブマト
リクス型の液晶表示装置の構成について以下に説明す
る。
【０００５】アクティブマトリクス型の液晶表示装置
は、上下一対のガラス基板の間からなり、その間に液晶
が封入されている。一方の基板上には、ＴＦＴ素子とそ
れに接続された回路配線が形成されている。
【０００６】すなわち、図９に示すように、基板上に
は、走査配線駆動回路８３からの走査配線８１（Ｇ１，
Ｇ２，…）と、信号配線駆動回路８４からの信号配線２
（Ｓ１，Ｓ２，…）とが直交配置して形成されている。
上記走査配線８１（Ｇ１，Ｇ２，…）と信号配線８２
（Ｓ１，Ｓ２，…）との各交差部近傍にはスイッチング
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素子であるＴＦＴ８５が設けられ、各ＴＦＴ８５…には
透明な画素電極９０が接続されている。
【０００７】また、図１０に示すように、画素電極９０
に対向して共通電極９２が設けられ、この共通電極９２
には図示しない共通配線が接続されている。そして、上
記の画素電極９０と共通電極９２とによって、液晶容量
Ｃlc９１を確保するためのコンデンサが構成されてい
る。
【０００８】一方、ＴＦＴ８５は、そのゲート電極８７
が各走査配線８１（Ｇ１，Ｇ２，…）に接続されるとと
もに、ソース電極８８が信号配線８２（Ｓ１，Ｓ２，
…）に接続され、ドレイン電極８９が画素電極９０にそ
れぞれ接続されている。さらに、画素電極９０の下方に
は補助容量配線８６が形成されている。そして、液晶の
保持動作を改善して高画質化を図る観点から、上記の画
素電極９０と補助容量配線８６とによって補助容量Ｃｓ
９３を確保するためのコンデンサが構成されている。
【０００９】この構成において、走査配線駆動回路８３
によって、走査配線８１（Ｇ１，Ｇ２，…）に順次走査
信号が入力されると、この走査信号入力によって一行分
の各ＴＦＴ８５のゲートが同時にオンし、信号配線駆動
回路８４によって信号配線８２（Ｓ１，Ｓ２，…）から
表示用のデータ信号が１画素毎に入力される。
【００１０】これによって、このデータ信号が画素電極
９０に印加され、この画素電極９０と共通電極９２との
電位差によって液晶の透過率が変化され、液晶パネル面
上に文字、画像等が表示される。ただし、その場合、液
晶に直流電圧が長時間にわたって印加され続けると、そ
の保持特性が劣化するため、信号配線８２（Ｓ１，Ｓ
２，…）に入力されるデータ信号の極性を、例えば、１
水平期間毎に反転する等して、画素電極９０には正の電
圧と負の電圧とが交互に加わるように、いわゆる交流駆
動が行われる。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】ところで、一般に、導
電膜を平行に配置したり導電膜を絶縁膜を介して上下に
配置した場合には、その間に寄生容量が発生する。すな
わち、１画素について、理想状態では、図１０に示すよ
うに、画素電極９０と共通電極９２との間の液晶容量Ｃ
lc９１、及び画素電極９０と補助容量配線８６との間の
補助容量Ｃｓ９３が存在するのみである。
【００１２】ここで、今、図９に示す例えば２行２列目
の一つの画素、つまり同図において上から２段目の走査
配線Ｇ２にＴＦＴ８５のゲートが接続され、左から２段
目の信号配線Ｓ２にＴＦＴ８５のソースがそれぞれ接続
されている画素に着目する。
【００１３】この画素については、同図から分かるよう
に、画素電極９０の周りが上下の走査配線Ｇ２・Ｇ３と
左右の信号配線Ｓ２・Ｓ３とによって枠状に囲まれてい
るため、図１１に示すように、画素電極９０と各配線Ｇ
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２・Ｇ３・Ｓ２・Ｓ３との間でそれぞれ寄生容量Ｃgd９
４・Ｃgd９７・Ｃsd９５・Ｃsd９６が生じる。
【００１４】また、絵素の開口率を高くするために走査
配線８１及び／又は信号配線８２上に絶縁膜層を挟んで
画素電極９０を重ねたような場合には、隣り合う画素電
極９０・９０間同士においても寄生容量９８…が発生す
る。したがって、ドレイン電極８９の電位は、これら全
ての周りの配線との寄生容量とのカップリングの影響を
受けたものとなる。
【００１５】しかしながら、上記従来の液晶表示装置で
は、以下の問題点を有している。
【００１６】すなわち、上述の各画素に寄生容量が発生
する場合の説明は、右から２段目の信号配線Ｓ２にＴＦ
Ｔ８５が接続された一つの画素に関してであったが、最
左端にある信号配線Ｓ１にＴＦＴ８５が接続された一つ
の画素に着目すると、その画素を構成する画素電極９０
の左方には画素電極９０が存在しないので、左隣の画素
電極９０との寄生容量９８が発生しない。
【００１７】また、信号配線Ｓ１に着目すると、信号配
線Ｓ１にはその左側に画素が存在しないため左側の画素
電極９０との寄生容量Ｃsd９６は無く、画素電極９０と
の寄生容量はＣsd９５のみとなり中央に位置する信号配
線Ｓ２・Ｓ３等に比べ配線容量が小さくなる。
【００１８】したがって、最左列の信号配線Ｓ１は中央
に位置した信号配線Ｓ２・Ｓ３…と異なり、その配線及
び画素のカップリング容量が異なるため、中央の信号配
線Ｓ２・Ｓ３…と同一の駆動条件ではその配線上の画素
のドレイン電極８９は中央の画素と異なった電位とな
る。
【００１９】このため、画面全体の画素に同じ電圧を印
加しようとした時においても、最左列上の画素の液晶に
は中央の画素と異なった電圧が印加され、グレー画面を
表示した時に色が付いて見える等の問題が生じる。
【００２０】なお、ここでは、最左端の信号配線Ｓ１に
ついて説明したが最右端の信号配線Ｓｎについても、中
央のラインとは容量条件が異なるため同様の問題が生じ
る。
【００２１】なお、この種の問題を解決するものとし
て、例えば、特開平７－８４２３９号公報に開示された
液晶表示装置があるが、この技術ではダミー信号配線を
隣接して配置するだけであるので、絵素の開口率を高く
するために走査配線及び／又は信号配線上に絶縁膜層を
挟んで画素電極を重ねたような場合には、隣り合う画素
電極間同士の寄生容量の悪影響を解決することはできな
い。
【００２２】本発明は、上記従来の問題点に鑑みなされ
たものであって、その目的は、全信号配線及び／又は画
素の容量条件を等しくし、特定部分の表示が異なること
による表示品位の低下を防止し得るマトリクス型の液晶
表示装置を提供することにある。
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【００２３】
【課題を解決するための手段】本発明の液晶表示装置
は、上記課題を解決するために、マトリクス状に配置さ
れた複数の画素に合わせて、走査信号が印加される走査
配線とデータ信号が印加される信号配線とが交差して形
成されるとともに、上記走査配線と信号配線との各交差
部近傍にはこれら走査配線及び信号配線に電気的に接続
されたスイッチング素子が設けられ、各スイッチング素
子には画素電極が接続されている液晶表示装置におい
て、最端の画素列の外側に、ダミー信号配線により駆動
されるダミー画素が隣接配置されていることを特徴とし
ている。
【００２４】上記の発明によれば、最端の画素列の外側
に、ダミー信号配線により駆動されるダミー画素が隣接
配置されているので、上記最端の信号配線上の画素を中
央の画素と同一な駆動条件で駆動することが可能とな
る。すなわち、最端の画素の外側にダミー画素が隣接配
置されるので、最端の画素における、画素電極と各信号
配線及び各走査配線との間に発生する寄生容量、並びに
隣り合う画素電極間同士に発生する寄生容量の条件が、
中央に配置された画素の当該条件と同一となる。
【００２５】したがって、最端の画素におけるドレイン
電極の電位も中央に配置された画素におけるドレイン電
極の電位と同一条件にて印加されることになる。これに
より、グレー画面表示時の色付き等の現象を低減するこ
とができ、高い表示品位を確保することができる。特
に、絵素の開口率を高くするために走査配線及び信号配
線上に絶縁膜層を挟んで画素電極を重ねた構造において
は、隣り合う画素電極間同士における寄生容量の影響が
大きいので、特に効果がある。
【００２６】この結果、全信号配線及び画素の容量条件
を等しくし、特定部分の表示が異なることによる表示品
位の低下を防止し得るマトリクス型の液晶表示装置を提
供することができる。
【００２７】また、本発明の液晶表示装置は、上記記載
の液晶表示装置において、ダミー信号配線には、ダミー
画素駆動用の出力バッファが接続されていることを特徴
としている。
【００２８】すなわち、信号配線には、通常、出力バッ
ファがそれぞれ設けられている。したがって、ダミー信
号配線を信号配線と同じ条件にて駆動するためには、ダ
ミー信号配線にも出力バッファを設ける必要がある。
【００２９】この点、本発明によれば、ダミー信号配線
には、ダミー画素駆動用の出力バッファが接続されてい
るので、ダミー信号配線を信号配線と同じ条件にして、
信号配線と同じ条件にて駆動することができる。
【００３０】また、本発明の液晶表示装置は、上記記載
の液晶表示装置において、ダミー画素に接続されるダミ
ー信号配線は、色及び交流駆動における極性の周期に合
わせて、対応するいずれかの同一色かつ同一極性のデー

6
タ信号の信号配線に接続されていることを特徴としてい
る。
【００３１】すなわち、液晶表示装置においては、液晶
に直流電圧が長時間にわたって印加され続けると、その
保持特性が劣化するため、信号配線に入力されるデータ
信号の極性を交互に反転する交流駆動が採用される。こ
の交流駆動方式として、例えば、ゲートライン反転駆動
方式、ドット反転駆動方式又はソース反転駆動方式があ
り、各方式に応じて同一色かつ同一極性のデータ信号を
供給する信号配線の配設周期が異なる。
【００３２】しかし、本発明では、ダミー信号配線は、
色及び交流駆動における極性の周期に合わせて、対応す
るいずれかの同一色かつ同一極性のデータ信号の信号配
線に接続されている。このため、最端の信号配線と同色
でかつ同極性の信号配線と同様に、隣りの画素及び配線
との容量結合による影響が等しくなり、グレー画面にお
ける色付き等の問題が解消されるようになる。
【００３３】また、本発明の液晶表示装置は、上記記載
の液晶表示装置において、ダミー画素に接続されるダミ
ー信号配線は、ゲートライン反転駆動方式の場合には、
そのダミー信号配線の３ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の
信号配線に接続されていることを特徴としている。
【００３４】すなわち、交流駆動方式におけるゲートラ
イン反転駆動方式では、３ラインの信号配線毎に同極性
かつ同色の電圧が印加される。したがって、ダミー信号
配線と最端の画素の信号配線との駆動条件を中央の画素
と同一にするためには、ダミー信号配線は、その３ｎ
（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号配線と同じデータ信号
が得られるようにすればよい。
【００３５】この点、本発明では、ダミー信号配線は、
ゲートライン反転駆動方式の場合には、そのダミー信号
配線の３ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号配線に接続
されている。したがって、ダミー信号配線は、その３ｎ
（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号配線と同じデータ信号
が得られるので、最端の信号配線は、その３ｎ（ｎ＝
１、２…）ライン隣の同色で同極性の信号配線と同様
に、隣りの画素及び配線との容量結合による影響が等し
くなり、グレー画面における色付き等の問題が解消され
るようになる。
【００３６】また、本発明の液晶表示装置は、上記記載
の液晶表示装置において、ダミー画素に接続されるダミ
ー信号配線は、ドット反転駆動方式又はソース反転駆動
方式の場合には、そのダミー信号配線の６ｎ（ｎ＝１、
２…）ライン隣の信号配線に接続されていることを特徴
としている。
【００３７】すなわち、交流駆動方式におけるドット反
転駆動方式では、ゲートライン反転駆動方式において水
平１ライン毎に極性を反転していたのに加え、さらに隣
り合う垂直ライン毎の極性も反転している。また、ソー
ス反転駆動方式では、信号配線毎に極性を反転してい
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7
る。このため、ドット反転駆動方式又はソース反転駆動
方式では、６ｎ（ｎ＝１、２…）ラインの信号配線毎に
同極性かつ同色の電圧が印加される。したがって、ダミ
ー信号配線と最端の画素の信号配線との駆動条件を中央
の画素と同一にするためには、ダミー信号配線は、その
６ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号配線と同じデータ
信号が得られるようにすればよい。
【００３８】この点、本発明では、ダミー信号配線は、
ドット反転駆動方式又はソース反転駆動方式の場合に
は、そのダミー信号配線の６ｎ（ｎ＝１、２…）ライン
隣の信号配線に接続されている。したがって、ダミー信
号配線は、その６ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号配
線と同じデータ信号が得られるので、最端の信号配線
は、その６ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の同色で同極性
の信号配線と同様に、隣りの画素及び配線との容量結合
による影響が等しくなり、グレー画面における色付き等
の問題が解消されるようになる。
【００３９】また、本発明の液晶表示装置は、上記記載
の液晶表示装置において、信号配線にデータ信号を供給
するソースドライバには、断線した信号配線を修正する
予備配線を接続するための予備配線駆動用出力バッファ
が予め設けられているとともに、ダミー画素駆動用の出
力バッファとして、上記予備配線駆動用出力バッファが
共用されることを特徴としている。
【００４０】上記の発明によれば、液晶表示装置のソー
スドライバには、予め、断線した信号配線を修正する予
備配線を接続するための予備配線駆動用出力バッファが
設けられている。そして、ダミー画素駆動用の出力バッ
ファとして、上記予備配線駆動用出力バッファが共用さ
れる。
【００４１】したがって、通常、液晶表示装置に設けら
れる予備配線駆動用出力バッファをダミー画素駆動用の
出力バッファとして利用することによって、新規に、ダ
ミー画素駆動用の出力バッファを設置する必要がなくな
る。
【００４２】この結果、チップ面積の増大によるコスト
アップを防止することができる。
【００４３】また、本発明の液晶表示装置は、上記課題
を解決するために、マトリクス状に配置された複数の画
素に合わせて、走査信号が印加される走査配線とデータ
信号が印加される信号配線とが交差して形成されるとと
もに、上記走査配線と信号配線との各交差部近傍にはこ
れら走査配線及び信号配線に電気的に接続されたスイッ
チング素子が設けられ、各スイッチング素子には画素電
極が接続されている液晶表示装置において、最端の画素
列の外側に、ダミー信号配線が隣接配置され、かつダミ
ー信号配線には、出力バッファが接続されていることを
特徴としている。
【００４４】上記の発明によれば、ダミー信号配線には
出力バッファが接続されているので、ダミー信号配線を
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信号配線と同じ条件にして、信号配線と同じ条件にて駆
動することができる。
【００４５】この結果、全信号配線の容量条件を等しく
し、特定部分の表示が異なることによる表示品位の低下
を防止し得るマトリクス型の液晶表示装置を提供するこ
とができる。
【００４６】また、本発明の液晶表示装置は、上記記載
の液晶表示装置において、ダミー信号配線は、色及び交
流駆動における極性の周期に合わせて、対応するいずれ
かの同一色かつ同一極性のデータ信号の信号配線に接続
されていることを特徴としている。
【００４７】上記の発明によれば、最端の信号配線と同
色でかつ同極性の信号配線と同様に、隣りの配線との容
量結合による影響が等しくなり、グレー画面における色
付き等の問題が解消されるようになる。
【００４８】また、本発明の液晶表示装置は、上記記載
の液晶表示装置において、ダミー信号配線は、ゲートラ
イン反転駆動方式の場合には、そのダミー信号配線の３
ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号配線に接続されてい
ることを特徴としている。
【００４９】上記の発明によれば、ダミー信号配線は、
その３ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号配線と同じデ
ータ信号が得られるので、最端の信号配線は、その３ｎ
（ｎ＝１、２…）ライン隣の同色で同極性の信号配線と
同様に、隣りの配線との容量結合による影響が等しくな
り、グレー画面における色付き等の問題が解消されるよ
うになる。
【００５０】また、本発明の液晶表示装置は、上記記載
の液晶表示装置において、ダミー信号配線は、ドット反
転駆動方式又はソース反転駆動方式の場合には、そのダ
ミー信号配線の６ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号配
線に接続されていることを特徴としている。
【００５１】上記の発明によれば、ダミー信号配線は、
その６ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号配線と同じデ
ータ信号が得られるので、最端の信号配線は、その６ｎ
（ｎ＝１、２…）ライン隣の同色で同極性の信号配線と
同様に、隣りの配線との容量結合による影響が等しくな
り、グレー画面における色付き等の問題が解消されるよ
うになる。
【００５２】また、本発明の液晶表示装置は、上記記載
の液晶表示装置において、信号配線にデータ信号を供給
するソースドライバには、断線した信号配線を修正する
予備配線を接続するための予備配線駆動用出力バッファ
が予め設けられているとともに、ダミー信号配線用の出
力バッファとして、上記予備配線駆動用出力バッファが
共用されることを特徴としている。
【００５３】上記の発明によれば、通常、液晶表示装置
に設けられる予備配線駆動用出力バッファをダミー画素
駆動用の出力バッファとして利用することによって、新
規に、ダミー信号配線用の出力バッファを設置する必要
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9
がなくなる。
【００５４】この結果、チップ面積の増大によるコスト
アップを防止することができる。
【００５５】
【発明の実施の形態】〔実施の形態１〕本発明の実施の
一形態について図１ないし図５に基づいて説明すれば、
以下の通りである。
【００５６】本実施の形態の液晶表示装置は、ＴＦＴ(T
hin Film Transistor:薄膜トランジスタ）素子を用いた
アクティブマトリクス型の液晶表示装置となっている。
ただし、必ずしもこれに限らず、ＭＩＭ（Metal Insula
tor Metal)等のスイッチング素子を取り付けた液晶表示
装置とすることも可能である。
【００５７】上記のアクティブマトリクス型の液晶表示
装置は、図１に示すように、上下一対の透明な図示しな
いガラス基板の間に液晶が封入されて複数の画素３０…
がマトリクス状に形成されている。
【００５８】上記一方のガラス基板上には、ＴＦＴ素子
とそれに接続された回路配線が形成されている。
【００５９】具体的には、同図に示すように、ガラス基
板上には、走査配線駆動回路３から与えられる走査信号
が順次印加される走査配線１（Ｇ１，Ｇ２，…）と、信
号配線駆動回路４から与えられるデータ信号が順次印加
される信号配線２（Ｓ１，Ｓ２，…）とが直交配置して
形成されている。上記走査配線１（Ｇ１，Ｇ２，…）と
信号配線２（Ｓ１，Ｓ２，…）との各々の交差部近傍に
はスイッチング素子としてのＴＦＴ５が設けられ、各Ｔ
ＦＴ５…には透明な画素電極１０が接続されている。
【００６０】また、図２に示すように、上記画素電極１
０に対向して透明な導電膜からなる共通電極１２と図示
しないカラーフィルタとが設けられ、共通電極１２には
コモン信号が印加される図示しない共通配線が接続され
ている。そして、上記の画素電極１０と共通電極１２と
によって、液晶としての液晶容量Ｃlc１１を確保するた
めのコンデンサが構成されている。また、カラーフィル
タは、Ｒ（Red:赤）・Ｇ（Green:緑）・Ｂ（Blue: 青）
の３原色からなり、各画素電極１０…に対応して配置さ
れている。さらに、各ガラス基板の外方には図示しない
偏光板が設けられている。
【００６１】一方、上記ＴＦＴ５は、そのゲート電極７
が各走査配線１（Ｇ１，Ｇ２，…）に接続されるととも
に、ソース電極８が信号配線２（Ｓ１，Ｓ２，…）に接
続され、ドレイン電極９が画素電極１０にそれぞれ接続
されている。さらに、画素電極１０の下方には補助容量
配線６が形成されている。そして、液晶の保持動作を改
善して高画質化を図る観点から、上記の画素電極１０と
補助容量配線６とによって補助容量Ｃｓ１３を確保する
ためのコンデンサが構成されている。
【００６２】この構成において、図１に示すように、走
査配線駆動回路３によって、走査配線１（Ｇ１，Ｇ２，
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…）の上から下に向けて順次走査信号が入力されると、
この走査信号入力によって一行分の各ＴＦＴ５…のゲー
トが同時にオンし、信号配線駆動回路４によって信号配
線２（Ｓ１，Ｓ２，…）から表示用のデータ信号が１画
素３０毎に入力される。
【００６３】これによって、これらデータ信号が画素電
極１０に印加され、画素電極１０と共通電極１２との電
位差によって液晶の透過率が変化し、液晶パネル面上に
文字、画像等が表示される。ただし、液晶に直流電圧が
長時間にわたって印加され続けると、その保持特性が劣
化するため、信号配線２（Ｓ１，Ｓ２，…）に入力され
るデータ信号の極性を、例えば、１ゲートライン毎に反
転する等して、画素電極１０には正の電圧と負の電圧と
が交互に加わるように、いわゆる交流駆動が行われる。
【００６４】ここで、上述したゲートライン反転駆動方
式について詳細に説明する。なお、以下の説明では、１
ゲートライン毎に反転するゲートライン反転駆動方式に
ついて説明するが、本発明においては、必ずしも１ゲー
トライン毎に限らず、２ゲートライン毎等の複数ライン
毎に反転するゲートライン反転駆動方式に適用すること
が可能である。
【００６５】液晶を交流駆動する理由については前述し
た通りであるが、その交流駆動の方法にも様々な方法が
あり、ゲートライン反転駆動方式はその中でよく採用さ
れている方式の１つである。
【００６６】先ず、液晶には交流駆動のためプラスの電
圧とマイナスの電圧とを交互に印加するが、図３（ａ）
に示すように、このゲートライン反転駆動方式では水平
１ライン毎に極性を反転する。また、図３（ｂ）に示す
ように、次のフィールドにおいても全体の極性を反転す
る。このゲートライン反転駆動方式では従来の１垂直ラ
イン反転駆動方式に比べて反転の周期が短くなりフリッ
カーが見え難くなる等のメリットがある。
【００６７】上記構成を踏まえ、本実施の形態の液晶表
示装置ではさらに以下の特徴的な構成を有している。
【００６８】すなわち、本実施の形態の液晶表示装置
は、図１に示すように、左端の信号配線Ｓ１の外側に、
ダミー画素３０ａ及びダミー信号配線Ｓ０を配してい
る。この最左端のダミー信号配線Ｓ０は、１水平ライン
反転駆動時において、中央の信号配線Ｓ１・Ｓ２…と同
様の駆動条件にて駆動される。具体的には、信号配線駆
動回路４から出力された信号は、ダミー信号配線用出力
バッファ１８を介して各信号配線２…に出力される。
【００６９】ここで、画面全体を一様な色調で表示する
ような場合、信号配線Ｓ１のデータ信号と信号配線Ｓ４
のデータ信号とは同色かつ同極性となって同一となる。
このため、信号配線Ｓ１上の画素３０…には信号配線Ｓ
４上の画素…と等しい電圧を印加する必要がある。ま
た、等しい電圧を印加するためには信号配線Ｓ１は信号
配線Ｓ４と同一の駆動条件（容量条件）にて駆動する必
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要がある。
【００７０】このことから逆算すると、信号配線Ｓ１の
左隣りのダミー信号配線Ｓ０には信号配線Ｓ３と同一の
データ信号を入力する必要がある。したがって、ダミー
信号配線Ｓ０はその３ライン隣の信号配線Ｓ３にダミー
信号配線用出力バッファ１８を介して接続される。な
お、上記の例では、ダミー信号配線Ｓ０を３ライン隣の
信号配線Ｓ３に接続しているが、必ずしもこれに限ら
ず、同色かつ同極の信号配線２（Ｓ１，Ｓ２，…）は、
３ｎ（ｎ＝１、２…）ライン毎に現れるので、３ｎ（ｎ
＝１、２…）ライン隣の信号配線２（Ｓ１，Ｓ２，…）
に接続することが可能である。
【００７１】この結果、ダミー信号配線用出力バッファ
１８に信号配線Ｓ３のデータ信号を入力することによ
り、ダミー信号配線Ｓ０は信号配線Ｓ３と同一の印加電
圧にて駆動される。
【００７２】したがって、従来の最左端の信号配線Ｓ１
における、隣りのダミー画素３０ａ及びダミー信号配線
Ｓ０との容量結合による影響は、同色で同極性の信号配
線Ｓ４における、その隣の画素３０及び信号配線Ｓ３と
の容量結合による影響と等しくなり、グレー画面におけ
る色付き等の問題が解消されるようになる。
【００７３】なお、上記の説明においてはゲートライン
反転駆動方式での適用例を示したが、必ずしもこれに限
定されず、例えば、ドット反転駆動方式又はソース反転
駆動方式においても最端の信号配線を中央の信号配線と
同一の駆動を可能にすることができる。
【００７４】このドット反転駆動方式では、図４（ａ）
（ｂ）に示すように、前記ゲートライン反転駆動方式で
は水平１ライン毎に極性を反転していたのに加え、さら
に隣り合う垂直ライン毎の極性も反転している。
【００７５】そして、同図（ａ）（ｂ）から分かるよう
に、ドット反転駆動方式ではある垂直ラインとその６ラ
イン隣りの垂直ラインとが、色が同じで極性も同じとな
る。
【００７６】なお、上記の例では、ダミー信号配線Ｓ０
を６ライン隣の信号配線Ｓ６に接続しているが、必ずし
もこれに限らず、同色かつ同極の信号配線２（Ｓ１，Ｓ
２，…）は、６ｎ（ｎ＝１、２…）ライン毎に現れるの
で、６ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号配線２（Ｓ
１，Ｓ２，…）に接続することが可能である。また、ソ
ース反転駆動方式でも、一つの走査配線１（Ｇ１，Ｇ
２，…）では、ドット反転駆動方式と同様であるので、
同様の接続が可能である。
【００７７】したがって、図５に示すように、ダミー信
号配線Ｓ０に信号配線Ｓ６の信号をダミー信号配線用出
力バッファ１８を介して入力することにより、ゲートラ
イン反転駆動方式と同様に、従来の最左端の信号配線Ｓ
１を中央の信号配線Ｓ７と同一条件で駆動することが可
能となり、色付き等の問題を解消することができる。
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【００７８】また、上記の方法は、ソース反転駆動方式
にも適用できる。すなわち、ソース反転駆動方式では、
信号配線２（Ｓ１，Ｓ２，…）毎に極性を反転して駆動
する。このため、同色かつ同極の信号配線２（Ｓ１，Ｓ
２，…）は、６ｎ（ｎ＝１、２…）ライン毎に現れるの
で、６ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号配線２（Ｓ
１，Ｓ２，…）に接続することが可能である。
【００７９】なお、本実施の形態では、ダミー画素３０
ａを設けているので、このダミー画素３０ａに対する表
示品位が問題となる。この点について、本実施の形態で
は、ダミー画素３０ａの液晶には通常の画素３０と同様
に電圧が印加されるが、ダミー画素３０ａは例えばブラ
ックマトリクスにて覆う等して表示が見えないようにす
るため、ダミー画素３０ａの表示品位は問題にならな
い。
【００８０】このように、本実施の形態の液晶表示装置
では、最左端の画素３０…列の外側に、ダミー信号配線
Ｓ０により駆動されるダミー画素３０ａ…が隣接配置さ
れているので、最左端の信号配線Ｓ１上の画素３０…を
中央の画素３０…と同一な駆動条件で駆動することが可
能となる。すなわち、最左端の画素３０…の外側にダミ
ー画素３０ａ…が隣接配置されるので、最左端の画素３
０…における、画素電極１０と各ダミー信号配線Ｓ０及
び各走査配線１（Ｇ１，Ｇ２，…）との間に発生する寄
生容量、並びに隣り合う画素電極１０…間同士に発生す
る寄生容量の条件が、中央に配置された画素３０…の当
該条件と同一となる。
【００８１】したがって、従来の最左端の画素３０…に
おけるドレイン電極の電位も中央に配置された画素３０
…におけるドレイン電極の電位と同一条件にて印加され
ることになる。これにより、グレー画面表示時の色付き
等の現象を低減することができ、高い表示品位を確保す
ることができる。
【００８２】特に、最近では、絵素の開口率を高くする
ために走査配線１（Ｇ１，Ｇ２，…）及び信号配線２
（Ｓ１，Ｓ２，…）上に絶縁膜層を挟んで画素電極１０
…を重ねた液晶表示装置が出現してきている。このよう
な場合には、隣り合う画素電極１０…間同士に発生する
寄生容量が大きく影響し、表示品位の低下を招くので、
このような構造の液晶表示装置への本実施の形態の構成
の適用による効果は大きい。
【００８３】この結果、全信号配線２（Ｓ１，Ｓ２，
…）及び画素３０…の容量条件を等しくし、特定部分の
表示が異なることによる表示品位の低下を防止し得るマ
トリクス型の液晶表示装置を提供することができる。
【００８４】また、本実施の形態の液晶表示装置では、
ダミー信号配線Ｓ０には、ダミー画素駆動用出力バッフ
ァ１８ａが接続されている。
【００８５】すなわち、各信号配線２（Ｓ１，Ｓ２，
…）には、通常、出力バッファ１８…がそれぞれ設けら
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れている。したがって、ダミー信号配線Ｓ０を信号配線
２（Ｓ１，Ｓ２，…）と同じ条件にて駆動するために
は、ダミー信号配線Ｓ０にも出力バッファ１８…を設け
る必要がある。
【００８６】この点、本実施の形態によれば、ダミー信
号配線Ｓ０には、ダミー画素駆動用出力バッファ１８ａ
が接続されているので、ダミー信号配線Ｓ０を信号配線
２（Ｓ１，Ｓ２，…）と同じ条件にして、信号配線２
（Ｓ１，Ｓ２，…）と同じ条件にて駆動することができ
る。
【００８７】また、本実施の形態の液晶表示装置では、
ダミー画素３０ａに接続されるダミー信号配線Ｓ０は、
色及び交流駆動における極性の周期に合わせて、対応す
るいずれかの同一色かつ同一極性のデータ信号信号配線
２（Ｓ１，Ｓ２，…）に接続されている。
【００８８】すなわち、液晶表示装置においては、液晶
に直流電圧が長時間にわたって印加され続けると、その
保持特性が劣化するため、信号配線２（Ｓ１，Ｓ２，
…）に入力されるデータ信号の極性を交互に反転する交
流駆動が採用される。この交流駆動方式として、例え
ば、ゲートライン反転駆動方式、ドット反転駆動方式又
はソース反転駆動方式があり、各方式に応じて同一色か
つ同一極性のデータ信号を供給する信号配線２（Ｓ１，
Ｓ２，…）の配設周期が異なる。
【００８９】しかし、本実施の形態では、ダミー信号配
線Ｓ０は、色及び交流駆動における極性の周期に合わせ
て、対応するいずれかの同一色かつ同一極性のデータ信
号の信号配線２（Ｓ１，Ｓ２，…）に接続されている。
このため、最端の信号配線Ｓ１と同色でかつ同極性の信
号配線Ｓ４又は信号配線Ｓ７と同様に、隣りの画素及び
配線との容量結合による影響が等しくなり、グレー画面
における色付き等の問題が解消されるようになる。
【００９０】また、本実施の形態の液晶表示装置では、
ダミー画素３０ａに接続されるダミー信号配線Ｓ０は、
ゲートライン反転駆動方式の場合には、そのダミー信号
配線Ｓ０の３ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号配線２
に接続されている。
【００９１】すなわち、交流駆動方式におけるゲートラ
イン反転駆動方式では、３ラインの信号配線２毎に同極
性かつ同色の電圧が印加される。したがって、ダミー信
号配線Ｓ０と最端の画素３０…の信号配線Ｓ１との駆動
条件を中央の画素３０…と同一にするためには、ダミー
信号配線Ｓ０は、その３ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の
信号配線２と同じデータ信号が得られるようにすればよ
い。
【００９２】この点、本実施の形態では、ダミー信号配
線Ｓ０は、ゲートライン反転駆動方式の場合には、その
ダミー信号配線Ｓ０の３ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の
信号配線２に接続されている。したがって、ダミー信号
配線Ｓ０は、その３ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号
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配線Ｓ３・Ｓ６…と同じデータ信号が得られるので、最
端の信号配線Ｓ１は、その３ｎ（ｎ＝１、２…）ライン
隣の同色で同極性の信号配線Ｓ４・Ｓ７…と同様に、隣
りの画素及び配線との容量結合による影響が等しくな
り、グレー画面における色付き等の問題が解消されるよ
うになる。
【００９３】また、本実施の形態の液晶表示装置は、ダ
ミー画素３０ａに接続されるダミー信号配線Ｓ０は、ド
ット反転駆動方式又はソース反転駆動方式の場合には、
そのダミー信号配線Ｓ０の６ｎ（ｎ＝１、２…）ライン
隣の信号配線２（Ｓ１，Ｓ２，…）に接続されている。
【００９４】すなわち、交流駆動方式におけるドット反
転駆動方式では、ゲートライン反転駆動方式において水
平１ライン毎に極性を反転していたのに加え、さらに隣
り合う垂直ライン毎の極性も反転している。また、ソー
ス反転駆動方式では、信号配線毎に極性を反転してい
る。このため、ドット反転駆動方式又はソース反転駆動
方式では、６ｎ（ｎ＝１、２…）ラインの信号配線２毎
に同極性かつ同色の電圧が印加される。したがって、ダ
ミー信号配線Ｓ０と最端の画素３０…の信号配線Ｓ１と
の駆動条件を中央の画素３０…と同一にするためには、
ダミー信号配線Ｓ０は、その６ｎ（ｎ＝１、２…）ライ
ン隣の信号配線２と同じデータ信号が得られるようにす
ればよい。
【００９５】この点、本実施の形態では、ダミー信号配
線Ｓ０は、ドット反転駆動方式又はソース反転駆動方式
の場合には、そのダミー信号配線Ｓ０の６ｎ（ｎ＝１、
２…）ライン隣の信号配線Ｓ６・Ｓ１２…に接続されて
いる。したがって、ダミー信号配線Ｓ０は、その６ｎ
（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号配線Ｓ６・Ｓ１２…と
同じデータ信号が得られるので、最端の信号配線Ｓ１
は、その６ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の同色で同極性
の信号配線Ｓ６・Ｓ１２…と同様に、隣りの画素及び配
線との容量結合による影響が等しくなり、グレー画面に
おける色付き等の問題が解消されるようになる。
【００９６】なお、本実施の形態では、ダミー画素３０
ａとダミー信号配線Ｓ０との組み合わせによる作用、効
果を説明したが、本発明においては必ずしもこれに限ら
ず、ダミー信号配線Ｓ０のみを備える場合であっても、
全信号配線の容量条件を等しくし、特定部分の表示が異
なることによる表示品位の低下を防止し得るマトリクス
型の液晶表示装置を提供することができる。
【００９７】〔実施の形態２〕本発明の他の実施の形態
について図６ないし図８に基づいて説明すれば、以下の
通りである。なお、説明の便宜上、前記の実施の形態１
の図面に示した部材と同一の機能を有する部材について
は、同一の符号を付し、その説明を省略する。
【００９８】本実施の形態では、ダミー信号配線Ｓ０と
して、断線した信号配線を修正するための予備配線を共
用する場合について説明する。
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【００９９】図６に示すように、各信号配線２（Ｓ１，
Ｓ２，…）は、製造時の成膜不良によりその配線の途中
で断線を発生することがある。そこで、本実施の形態の
液晶表示装置では、この断線を修正できるように、予
め、各ソースドライバ２２…に予備配線駆動用出力バッ
ファ２３・２３が２個ずつ設けられているとともに、同
図において右側の予備配線駆動用出力バッファ２３に
は、液晶パネル１９の周辺部を経由するように配線され
た予備配線２０…がそれぞれ接続されている。なお、本
実施の形態では、予備配線２０を接続したラインは負荷
が大きくなり駆動能力不足になるため、予備配線駆動用
出力バッファ２３をソースドライバ２２内に設置してい
る。また、本実施の形態では、複数個の画素３０…毎に
ソースドライバ２２が設けられているものとする。
【０１００】ここで、今、例えば信号配線２１を断線し
た信号配線であるとする。信号配線２１が断線すると、
断線した部分以降にはデータ信号を送ることができず、
輝線となり、その液晶パネル１９は欠陥パネルとなる。
【０１０１】そこで、このとき、前記予め液晶パネル１
９の周辺部を経由するように配線された予備配線２０を
断線した信号配線２１の両端に接続することにより、信
号配線２１に出力されるデータ信号を断線した先にも送
ることが可能となる。この結果、輝線となった部分につ
いて、通常のライン表示とすることが可能となり、欠陥
が修正される。
【０１０２】ここで、本実施の形態では、前述したよう
に、予備配線駆動用出力バッファ２３とダミー画素駆動
用出力バッファ１８ａとを共用している。
【０１０３】すなわち、図８に示すように、ソースドラ
イバ２２は信号配線駆動回路４を内部に有しているとと
もに、図７に示すように、各ソースドライバ２２…に予
備配線駆動用出力バッファ２３・２３をその左右対称に
具備している。このように、予備配線駆動用出力バッフ
ァ２３を各ソースドライバ２２…に左右対称に備えるこ
とによって、画面サイズ、画素数等が異なり予備配線の
配線形態の異なる液晶パネル１９においてもソースドラ
イバ２２の共用が可能となっている。
【０１０４】本実施の形態では、予備配線２０をソース
ドライバ２２の右側の予備配線駆動用出力バッファ２３
と接続するように配線する。このような配線とすること
により各ソースドライバ２２の左側の予備配線駆動用出
力バッファ２３が余る。したがって、最左端のソースド
ライバ２２における左側の予備配線駆動用出力バッファ
２３にダミー信号配線Ｓ０を接続することができ、この
左側の予備配線駆動用出力バッファ２３をダミー画素駆
動用出力バッファ１８ａとして共用することができる。
【０１０５】すなわち、ダミー信号配線Ｓ０は、ゲート
ライン反転駆動方式では、図８に示すように、信号配線
Ｓ３から分岐した配線を最左端のソースドライバ２２内
の予備配線駆動用出力バッファ２３に接続する。また、
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予備配線駆動用出力バッファ２３の出力側はダミー信号
配線Ｓ０に接続される。これにより、ダミー信号配線Ｓ
０を、予備配線駆動用出力バッファ２３を介して信号配
線Ｓ３と同一信号で駆動できるようになる。つまり、余
った予備配線駆動用出力バッファ２３を利用することに
よって、新規にダミー画素駆動用出力バッファ１８ａを
設置する必要がなくなり、チップ面積の増大によるコス
トアップ等の問題が回避できる。
【０１０６】また、同図においては、ゲートライン反転
駆動方式の場合を例示しているが、本実施の形態では、
前記実施の形態１のように、ドット反転駆動方式又はソ
ース反転駆動方式の場合においても同様の配線として、
ダミー信号配線Ｓ０とすることが可能である。
【０１０７】なお、本実施の形態１及び実施の形態２で
は、最左端の信号配線Ｓ１の場合についての説明であっ
たが、必ずしもこれに限らず、最右端の信号配線におい
ても同様の構成とすることによって、適用が可能であ
る。その他、配線形態の変更等様々な構成での本発明の
適用が可能である。
【０１０８】このように、本実施の形態の液晶表示装置
は、ダミー信号配線用出力バッファ１８ａとして、予備
配線用バッファ２３が共用される。
【０１０９】したがって、最端の信号配線Ｓ１上の画素
の色付き等を改善することが可能となり、液晶パネル１
９の表示品位を向上することが可能となる。また、予備
配線駆動用出力バッファ２３をダミー画素駆動用出力バ
ッファ１８ａと共用とすることにより新規にバッファ回
路を設ける必要がなくなり、チップ面積増大によるコス
トアップを回避できる。
【０１１０】なお、本実施の形態では、ダミー画素３０
ａとダミー信号配線Ｓ０との組み合わせによる作用、効
果を説明したが、本発明においては必ずしもこれに限ら
ず、ダミー信号配線Ｓ０のみを備える場合であっても、
同様の効果が得られる。
【０１１１】
【発明の効果】本発明の液晶表示装置は、以上のよう
に、最端の画素列の外側に、ダミー信号配線により駆動
されるダミー画素が隣接配置されているものである。
【０１１２】それゆえ、最端の信号配線上の画素を中央
の画素と同一な駆動条件で駆動することが可能となる。
したがって、最端の画素におけるドレイン電極の電位も
中央に配置された画素におけるドレイン電極の電位と同
一条件にて印加されることになる。
【０１１３】この結果、全信号配線の容量条件を等しく
し、特定部分の表示が異なることによる表示品位の低下
を防止し得るマトリクス型の液晶表示装置を提供するこ
とができるという効果を奏する。特に、絵素の開口率を
高くするために走査配線及び信号配線上に絶縁膜層を挟
んで画素電極を重ねた構造においては、隣り合う画素電
極間同士における寄生容量の影響が大きいので、効果が
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大きい。
【０１１４】また、本発明の液晶表示装置は、上記記載
の液晶表示装置において、ダミー信号配線には、ダミー
画素駆動用の出力バッファが接続されているものであ
る。
【０１１５】それゆえ、ダミー信号配線を信号配線と同
じ条件にして、信号配線と同じ条件にて駆動することが
できるという効果を奏する。
【０１１６】また、本発明の液晶表示装置は、上記記載
の液晶表示装置において、ダミー画素に接続されるダミ
ー信号配線は、色及び交流駆動における極性の周期に合
わせて、対応するいずれかの同一色かつ同一極性のデー
タ信号の信号配線に接続されているものである。
【０１１７】それゆえ、最端の信号配線と同色でかつ同
極性の信号配線と同様に、隣りの画素及び配線との容量
結合による影響が等しくなり、グレー画面における色付
き等の問題が解消されるようになるという効果を奏す
る。
【０１１８】また、本発明の液晶表示装置は、上記記載
の液晶表示装置において、ダミー画素に接続されるダミ
ー信号配線は、ゲートライン反転駆動方式の場合には、
そのダミー信号配線の３ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の
信号配線に接続されているものである。
【０１１９】それゆえ、ゲートライン反転駆動方式の場
合に、ダミー信号配線は、その３ｎ（ｎ＝１、２…）ラ
イン隣の信号配線と同じデータ信号が得られるので、最
端の信号配線は、その３ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の
同色で同極性の信号配線と同様に、隣りの画素及び配線
との容量結合による影響が等しくなり、グレー画面にお
ける色付き等の問題が解消されるようになるという効果
を奏する。
【０１２０】また、本発明の液晶表示装置は、上記記載
の液晶表示装置において、ダミー画素に接続されるダミ
ー信号配線は、ドット反転駆動方式又はソース反転駆動
方式の場合には、そのダミー信号配線の６ｎ（ｎ＝１、
２…）ライン隣の信号配線に接続されているものであ
る。
【０１２１】それゆえ、ドット反転駆動方式又はソース
反転駆動方式の場合に、ダミー信号配線は、その６ｎ
（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号配線と同じデータ信号
が得られるので、最端の信号配線は、その６ｎ（ｎ＝
１、２…）ライン隣の同色で同極性の信号配線と同様
に、隣りの画素及び配線との容量結合による影響が等し
くなり、グレー画面における色付き等の問題が解消され
るようになるという効果を奏する。
【０１２２】また、本発明の液晶表示装置は、上記記載
の液晶表示装置において、信号配線にデータ信号を供給
するソースドライバには、断線した信号配線を修正する
予備配線を接続するための予備配線駆動用出力バッファ
が予め設けられているとともに、ダミー画素駆動用の出
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力バッファとして、上記予備配線駆動用出力バッファが
共用されるものである。
【０１２３】それゆえ、通常、液晶表示装置に設けられ
る予備配線駆動用出力バッファをダミー画素駆動用の出
力バッファとして利用することによって、新規に、ダミ
ー画素駆動用の出力バッファを設置する必要がなくな
る。この結果、チップ面積の増大によるコストアップを
防止することができるという効果を奏する。
【０１２４】本発明の液晶表示装置は、以上のように、
最端の画素列の外側に、ダミー信号配線が隣接配置さ
れ、かつダミー信号配線には、出力バッファが接続され
ているものである。
【０１２５】それゆえ、ダミー信号配線には出力バッフ
ァが接続されているので、ダミー信号配線を信号配線と
同じ条件にして、信号配線と同じ条件にて駆動すること
ができる。
【０１２６】この結果、全信号配線の容量条件を等しく
し、特定部分の表示が異なることによる表示品位の低下
を防止し得るマトリクス型の液晶表示装置を提供するこ
とができるという効果を奏する。
【０１２７】また、本発明の液晶表示装置は、上記記載
の液晶表示装置において、ダミー信号配線は、色及び交
流駆動における極性の周期に合わせて、対応するいずれ
かの同一色かつ同一極性のデータ信号の信号配線に接続
されているものである。
【０１２８】それゆえ、最端の信号配線と同色でかつ同
極性の信号配線と同様に、隣りの配線との容量結合によ
る影響が等しくなり、グレー画面における色付き等の問
題が解消されるようになるという効果を奏する。
【０１２９】また、本発明の液晶表示装置は、上記記載
の液晶表示装置において、ダミー信号配線は、ゲートラ
イン反転駆動方式の場合には、そのダミー信号配線の３
ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号配線に接続されてい
るものである。
【０１３０】それゆえ、ダミー信号配線は、その３ｎ
（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号配線と同じデータ信号
が得られるので、最端の信号配線は、その３ｎ（ｎ＝
１、２…）ライン隣の同色で同極性の信号配線と同様
に、隣りの配線との容量結合による影響が等しくなり、
グレー画面における色付き等の問題が解消されるように
なるという効果を奏する。
【０１３１】また、本発明の液晶表示装置は、上記記載
の液晶表示装置において、ダミー信号配線は、ドット反
転駆動方式又はソース反転駆動方式の場合には、そのダ
ミー信号配線の６ｎ（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号配
線に接続されているものである。
【０１３２】それゆえ、ダミー信号配線は、その６ｎ
（ｎ＝１、２…）ライン隣の信号配線と同じデータ信号
が得られるので、最端の信号配線は、その６ｎ（ｎ＝
１、２…）ライン隣の同色で同極性の信号配線と同様
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に、隣りの配線との容量結合による影響が等しくなり、
グレー画面における色付き等の問題が解消されるように
なるという効果を奏する。
【０１３３】また、本発明の液晶表示装置は、上記記載
の液晶表示装置において、信号配線にデータ信号を供給
するソースドライバには、断線した信号配線を修正する
予備配線を接続するための予備配線駆動用出力バッファ
が予め設けられているとともに、ダミー信号配線用の出
力バッファとして、上記予備配線駆動用出力バッファが
共用されるものである。
【０１３４】それゆえ、通常、液晶表示装置に設けられ
る予備配線駆動用出力バッファをダミー信号配線用の出
力バッファとして利用することによって、新規に、ダミ
ー信号配線用の出力バッファを設置する必要がなくな
る。
【０１３５】この結果、チップ面積の増大によるコスト
アップを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明における液晶表示装置の実施の一形態を
示す模式図である。
【図２】上記液晶表示装置の１画素を示す等価回路図で
ある。
【図３】（ａ）は上記液晶表示装置をゲートライン反転
駆動方式にて駆動するときの奇数フィールドを示す図面
であり、（ｂ）は同偶数フィールドを示す図面である。
【図４】（ａ）は上記液晶表示装置をドット反転駆動方
式にて駆動するときの奇数フィールドを示す図面であ
り、（ｂ）は同偶数フィールドを示す図面である。
【図５】上記液晶表示装置をドット反転駆動方式にて駆
動する場合のダミー信号配線の接続方法を示す模式図で
ある。
【図６】本発明における液晶表示装置の他の実施の形態
を示すものであり、液晶パネルの周辺部に設けられた予
備配線にて断線した信号配線を修正する状態を示す模式
図である。
【図７】上記液晶表示装置における最左端のソースドラ*
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*イバにおける左側の予備配線駆動用出力バッファにダミ
ー信号配線を接続する状態を示す模式図である。
【図８】上記液晶表示装置の予備配線駆動用出力バッフ
ァをダミー画素駆動用出力バッファとして共用する状態
を示す模式図である。
【図９】従来のアクティブマトリクス型の液晶表示装置
を示す模式図である。
【図１０】上記液晶表示装置の１画素を示す等価回路図
である。
【図１１】上記液晶表示装置の１画素における、画素電
極と各信号配線及び各走査配線との間に発生する寄生容
量、並びに隣り合う画素電極間同士に発生する寄生容量
を示す等価回路図である。
【符号の説明】
１    走査配線
２    信号配線
３    走査配線駆動回路
４    信号配線駆動回路
５    ＴＦＴ（スイッチング素子）
１０    画素電極
１１    液晶容量（液晶）
１２    共通電極
１８    出力バッファ
１８ａ  ダミー画素駆動用出力バッファ（ダミー画素駆
動用の出力バッファ）
１９    液晶パネル
２０    予備配線
２２    ソースドライバ
２３    予備配線駆動用出力バッファ
３０    画素
３０ａ  ダミー画素
Ｓ０    ダミー信号配線
Ｓ１    最左端の信号配線
Ｓ３    ３ライン隣の信号配線
Ｓ６    ６ライン隣の信号配線

【図２】 【図３】
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